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裏面紹介  

◇ 近畿ブロック「母と女性教職員の会」 

◇「人権教育ひょうご」春季学習会 他 

 

「
学
校
の
働
き
方
改
革
の
一
層
の
促
進
と
教
員
の
処
遇
改
善

を
は
か
る
」
と
し
て
、「
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
」（
給
特
法
改
正
法
案
）
が
２
月
７
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
、
第
２
１
７
回
国
会
（
常
会
）
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
給
特
法
改
正
法
案
に
加
え
て
、
環
境
整
備
に
関
す
る
制
度

改
正
と
し
て
、
学
校
教
育
法
、
地
教
行
法
（
地
方
教
育
行
政
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
）、
教
育
公
務
員
特
例
法
等
の

改
正
に
つ
い
て
も
審
議
が
始
ま
り
ま
す
。 

改
正
法
案
お
よ
び
２
０
２
５
年
度
教
育
予
算
等
に
お
い
て

は
、
学
校
の
長
時
間
労
働
を
是
正
す
る
た
め
の
業
務
削
減
策
や

教
職
員
定
数
改
善
に
つ
い
て
極
め
て
不
十
分
で
、
現
場
の
切
実

な
声
を
反
映
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
内
容
で
す
。
改
正
法
案

等
に
は
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。 

 

◆
働
き
方
改
革
に
関
す
る
改
正
法
案 

・「
業
務
量
管
理
・
健
康
確
保
措
置
」
に
つ
い
て
は
、
自
治
体

に
丸
投
げ
で
あ
り
、
国
と
し
て
の
施
策
は
一
切
な
い
。
学
校

の
働
き
方
改
革
の
進
捗
状
況
は
自
治
体
財
政
等
に
よ
り
地
域

間
格
差
が
広
が
っ
て
お
り
、
財
源
や
人
の
配
置
の
拡
充
な
ど
、

国
の
責
任
に
お
い
て
す
す
め
る
こ
と
が
不
可
欠
。
ま
た
、
依

然
と
し
て
時
間
外
在
校
等
時
間
の
上
限
を
超
え
る
こ
と
へ
の

歯
止
め
が
な
い
。
罰
則
規
定
な
ど
実
効
性
を
担
保
す
る
仕
組

み
が
必
要
。 

・
政
府
予
算
案
で
目
標
と
し
て
示
さ
れ
た
「
５
年
で
時
間
外
在

校
等
時
間
を
月
30
時
間
程
度
に
縮
減
」
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
縮
減
策
や
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。 

・
３
年
後
を
目
途
と
し
た
勤
務
実
態
調
査
の
実
施
、
そ
の
結
果

に
基
づ
く
給
特
法
の
廃
止
・
抜
本
的
な
見
直
し
行
う
こ
と
を

明
記
す
べ
き
で
あ
る
。 

◆
処
遇
改
善
に
関
す
る
改
正
法
案 

・「
教
職
調
整
額
を
４
％
か
ら
10
％
に
段
階
的
に
引
上
げ
、
２

０
２
６
年
か
ら
１
％
ず
つ
引
き
上
げ
る
」
と
し
て
い
る
（
給

特
法
改
正
案
）
が
、
処
遇
改
善
は
人
確
法
に
も
と
づ
い
て
給

料
、
も
し
く
は
義
務
特
手
当
の
改
善
で
お
こ
な
う
べ
き
で
あ

る
。 

・
教
育
公
務
員
特
例
法
を
改
正
し
、「
義
務
教
員
等
教
員
特
別

手
当
（
義
務
特
手
当
）
に
つ
い
て
、
校
務
類
型
（
文
科
省
令

で
定
め
る
基
準
を
参
酌
し
て
条
例
で
定
め
る
校
務
の
種
類
）

に
応
じ
て
支
給
す
る
。
そ
の
額
は
、
校
務
類
型
に
係
る
業
務
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の
困
難
性
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
条
例
で
定
め
る

（「
学
級
担
任
」
を
想
定
）」
と
し
て
い
る
が
、
文
科
省
令

で
「
校
務
類
型
」
が
示
さ
れ
る
こ
と
で
自
治
体
が
縛
ら
れ

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
文
科
省
令
に
必
ず
し
も
沿
う
必

要
は
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。
今
後
、
文
科

省
令
さ
え
改
正
す
れ
ば
、
分
掌
す
る
校
務
内
容
に
応
じ
て

義
務
特
手
当
の
支
給
額
に
「
メ
リ
ハ
リ
」
を
つ
け
ら
れ
る

恐
れ
も
あ
る
。 

◆
新
た
な
職
に
関
す
る
改
正
法
案 

・
学
校
教
育
法
を
改
正
し
、「
新
た
な
職
（
主
務
教
諭
）
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
旨
を
新
設
す
る
」
と
し
て
い
る
が
、

「
新
た
な
職
」
に
つ
い
て
は
自
治
体
判
断
に
よ
り
置
く
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
確
認
が
必
要
。 

 
 

こ
の
他
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
」
と
な

り
教
職
員
の
み
な
ら
ず
子
ど
も
た
ち
に
も
過
大
な
負
担
を

強
い
て
い
る
学
習
指
導
要
領
の
内
容
精
選
や
授
業
時
間
数

削
減
に
つ
い
て
は
一
切
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
部
活
動
の
地

域
移
行
の
推
進
に
つ
い
て
も
不
十
分
で
、
働
き
方
改
革
に
資

す
る
内
容
と
は
到
底
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
教
職
調
整
額
の
微

増
と
学
級
担
任
に
義
務
特
手
当
を
加
算
（
月
額
３
千
円
程
度

を
想
定
）
す
る
一
方
で
、
多
学
年
学
級
担
任
手
当
の
廃
止
、

特
別
支
援
学
級
・
特
別
支
援
学
校
教
員
の
手
当
の
減
額
を
想

定
し
て
い
る
こ
と
は
、
人
財
確
保
法
（
人
確
法
）
や
給
特
法

の
趣
旨
を
蔑
ろ
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
財
務
省
が
従
来
か
ら

主
張
す
る
人
確
法
の
廃
止
や
教
員
特
有
の
給
与
の
一
元
化

に
つ
な
が
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
、
学
校
現
場
の
実

態
を
踏
ま
え
た
議
論
を
深
め
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
や

教
職
員
の
現
状
を
よ
く
知
っ
て
い
る
教
育
現
場
出
身
の
国

会
議
員
＝
日
政
連
議
員
の
存
在
が
極
め
て
重
要
で
す
。 

日
教
組
で
は
、
引
き
続
き
学
校
の
働
き
方
改
革
を
進
め
、
長

時
間
労
働
是
正
に
つ
な
が
る
よ
う
国
会
対
策
に
と
り
く
む
と

し
、
院
内
集
会
を
開
催
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
を
予
定
）
す
る
と
と
も

に
、
国
会
で
の
審
議
に
学
校
現
場
の
声
を
届
け
る
た
め
の
意
見

投
稿
フ
ォ
ー
ム
（
学
校
の
働
き
方
改
革
「
意
見
投
稿
フ
ォ
ー
ム

Ｖ
ｅ
ｒ
２
」）
の
と
り
く
み
を
行
い
ま
す
（
下
記
参
照
）。 

組
合
員
の
み
な
さ
ま
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

※
投
稿
は
６
月
末
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ

け
４
月
中
に
多
く
の
ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。 

           

  

   

兵高教第3９回定例中央委員会 
 
と き  3月29日（土）13:30～16:30                   

ところ  神戸市教育会館501号室 
 

※各支部・専門部の参加体制確立をお願いします。 

中央委員の登録および傍聴申込の締切は３月２１日（金）１７時です。  
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兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

第３２回 日教組近畿ブロック「母と女性教職員の会」 
  

 
２月８日（土）ラッセホールにおいて、「子どもたちに平和な未来を」をテ

ーマに近畿ブロック「母と女性教職員の会」が開催され、兵高教からは女

性部を中心に５人が参加しました。 

 午前中の記念講演では「女たちの家から～六甲ウィメンズハウス開設ま

での３０年～」と題して、正井禮子さん（認定NPO法人女性と子ども支援

センターウィメンズネット・こうべ）より、３０余年の活動のふりかえりや女性

の視点から検証した災害時の諸課題等について、幅広くお話をしていた

だきました。大規模自然災害が繰り返し発生していますが、未だに避難所

等でのプライバシー確保が十分ではなく、性被害も後を絶たない現状が

あります。行政の防災・減災対策や発災後の支援策の策定・運用は今も

男性中心で行われていますが、こうした課題への対応のためには女性の

参画が不可欠であることを、あらためて認識しました。 

 午後からは「共に生きる社会」「子どもと人権」「女性の生き方」の３つの

分科会に分かれ、問題提起とそれに基づく議論が行われました。兵高教

からは「女性の生き方」分科会で、近野悦子さん（一般社団法人ノンア・

代表理事、東はりま特別支援学校卒業生保護者）より、「喜びや悲しみ、

いろんな出会いこそ人生の宝物」～双子の重度自閉症児と歩んだ２０年

～」と題して問題

提起を行い、参加

者みんなで意見を

交わし、学習を深

めました。 

 記念講演の様子 

「人権教育ひょうご」春季学習会 
  

 
２月１６日（日）ラッセホールにおいて、「人権教育ひょうご」春季学習会

が開催され、柳谷和美さん（「おやこひろば桜梅桃李」代表）をお迎えし、

「人権教育としての包括的性教育～性暴力・虐待・DV 被害当事者の視

点から～」と題して講演をしていただきました。講演内容は多岐にわたり

ますが、その一部を紹介します。 
 
・性暴力・DV・虐待の被害者が、被害を訴えたり相談することがいかに

困難であるか（男性の被害者はさらに厳しい）。 

・性暴力被害を訴えた場合、被害者が責められる傾向にある。どんな理

由があっても（たとえパートナーであっても）明らかな同意のない性的接

触は、暴力であり、加害者が加害を「選んでいる」ことを認識してほし

い。 

・被害後のケアが十分ではなく、その結果被害者が無力感に苛まれ、自

傷や自死、薬物依存、摂食障害などの逸脱行動や虐待経験の再演、性

的な異常行動、パニック障害など自己崩壊につながってしまう。 

・たとえ被害を訴えることができても、通院やカウンセリング等は被害者

自身が探し、費用負担を強いられる現状では支援に繋がることすら非

常に困難。 

・年齢に合わせた性教育を行わなければ「子どもらしい子ども時代」を

生きることも奪ってしまうことを知ってほしい。  など 
 
「包括的性教育は人権教育」であり、 年齢に応じた正しい知識を身に

つけることがいかに重要か、具体的にわかりやすくお話をしていただき、

全ての参加者が理解を深めることができた学習会でした。 

    

 第２７代高校生平和大使兵庫活動メンバーのとりくみ 
  

 
１月以降の高校生平和大使・兵庫活動メンバーのとりくみを紹介します。 

◆神戸空襲戦跡フィールドワーク（「火垂るの墓」コース） 

 １月１９日（日）午前、神戸空襲を記録する会の小城智子さんのガイドでフ

ィールドワークを行いました。阪神石屋川駅に集合の後、東明神社の鳥居

等に残る銃痕、火垂るの墓モニュメント（石屋川公園内）、御影公会堂の

爆弾破裂痕、成徳小学校（野坂昭如さんが通った国民学校の後身）にあ

る皇紀２６００年碑等を見学し、それぞれの場所で当時の様子等を説明し

ていただきました。途中、野坂さんが当時住んでいた家のあった付近を通

り、米軍滑走路跡（JR 六

甲道駅北側・山手幹線の

一部）で解散しました。身

近なところに残る戦跡を

通して戦災について学ぶ

ことができました。 

◆高校生一万人署名活動 

  ２月１６日（日）午後、元町駅東口南側で今年初の街頭署名活動を行い

ました。高校生自らがマイクアピールを行い、街行く人に声をかけ、多くの方

がたに協力いただき１４１筆の署名が集まりました。特に同世代の高校生や

大学生、親子連れのみなさんが協力してくれたことが印象に残りました。 


